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S ）の原書初版は一九七〇年にパリで出版され、故今村仁
司（
1942　
2007 ）と塚原史による日本語訳が紀伊國屋書店から最初に出たのは、その九年後の一九七九年のことだっ
た。私がちょうど早稲田大学法学部に専任講師として職を得た年である。訳書は幸いにも版を重ねて、一九九五年にはソフトカバーの「普及版」が出ている。そして原著刊行から約半世紀後の二〇一五年、日本語版とし は実に三六年ぶりに新装版 刊行されたのだ 、今や現代消費社会論の古典的名著となった本書の共訳者として、もう一人の訳者今村仁司がすでに他界したこともあり 邦訳出版をめぐる個人的な回想を、この場を借りて記録 残しておくことにしたい。　　　　　　　　　　
＊
　『消費社会の神話と構造』は、英独スペイン等々各国語に訳された現代社会論の世界的なロングセラーで、アマゾ
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ン・フランスの社会学書ランキングでも現在なおトップクラスの売れ行きであり、われわれの邦訳も初版・普及版・新装版合わせて数十版を重ねているが、その受容には時代を反映した変化が見られ、一九七〇年代後半の日本では、現代思想によるマルクス主義批判と う印象 、硬派の思想書として受け止められていた。そんなこともあり、一九七五年に『歴史と認識
　　
アルチュセールを読む』 （新評論。一九九三年の増補版『アルチュセールの思想
　　
歴史
と認識』は講談社学術文庫）などを出していた東京経済大学教授で社会・経済思想を専攻する今村仁司（後に社会哲学者 称した）が、版元 なる紀伊國屋書店の編集者から翻訳を依頼されたようである（その後は西武の堤清二が本書を「無印良品」のヒント したとされるように、読者の関心は記号的消費の分析へと移ってゆく） 。　
私は一九七〇年代後半のパリ第
3大学博士課程留学中に、東経大の在外研究でやはりパリ滞在中だった今村仁司と
京大つながりで知り合い、一九七八年一月に、先に帰国 今村から『消費社会…』の共訳に加わるよう要請された。このあた の事情を少し詳しく述べておくと、私は大学紛争のまだ火の粉が飛んでい 時期に早稲田の政治学科を卒業後京大仏文科大学院に進学したのだが、そこで 京大仏文出身ではあったが寄り道（出版社勤務など）をして院に入ってきた数年年長 名田丈夫と知り合い、その後フランス政府給費生として留学 決まった際に名田から、パリに行くならと、彼 友人で一足先 留 ていた哲学専攻の山形頼洋を紹介された。 （名田はす に山形と共訳でゴルドマンの『隠れたる神』を社会思想社から刊行しており、山形はその後ミシェル・アンリを日本に紹介することになるが、帰国後阪大、同志社大教授を歴任し、二〇一〇年六六歳で没した） 。私がパリに到着したの 一九七六年秋だったが、すぐにパリ八区ラ・ボエシー街の山形を訪ね その直後に彼の転居に伴いこの通りに住むこと なたから、パリ最初の住所はラ・ボエシー街六二番地である（などとわざわざ書いた は、画廊やコンサート・ホールや高級ブティックが並ぶ 留学生には分不相応な界隈だったからだ） 。その山形の紹介で今村と知り合 ことになり
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（最初の出会いが、当時セーヌ右岸グランパレの博物館地下にあったパリ大学理学部の学生食堂だったのは他の場所に書いたとおりだ） 、こうしてボードリヤール邦訳の伏線が張られたのだった。　
その頃パリで、今村は「ボードリヤールは転向者やな」というような言い方をしていたことが思い出される。つま
り正統派マルクス主義から転向したという評価であり、彼のマルクスへのこだわりは相当根強かったことがいまさらのように実感される。その後、帰国 今村から「キノクニヤで
J.B
audrillard :Société de C
onsom
m
ation
をやる
のですが…前半の一五〇
　
一八〇ページぐらい…お願いできればというのが提案です」という文面の依頼状が届いた
のは一九七八年一月 ことで、航空書簡の日付は「一月一二日」になっている。そして、途中経過は省略するが、結局私自身が後半も含めてパリで（五区クレ街に転居）訳稿を完成させ、その年 夏に帰国後 今村のチェックを経て一九七九年一〇月末に、 『消費社会の神話と構造』邦訳初版が今村・塚原共訳 紀伊國屋書店から刊行され のだった。　
ここから先は『消費社会…』の内容に立ち入ることになるが、今村が近代化された社会でのマルクス主義の新たな
可能性を見出すことをおそらく期待しつつ当時ボードリヤール 注目したとはいえ、一九七〇 代以降、あ ゆるモノが記号化される消費社会は地球規模で進展し、東欧社会主義圏の解体に象徴されるマル ス主義の破綻を越えて、まさにボードリヤールが本書で分析した新たな方向 むかって行った。　
例えばテクストには うある（ページ数は二〇一五年新装版による。強調は原著者）
　　
「消費者は自分で自由に望
み、かつ選んだつもりで他人と異なる行動をする 、この行動が差異化 強制
000000
やある種のコードへの服従だとは思っ
てもいない」 （八〇ページ） 。　
まさにそのとおりで、記号を通じた差異化の意識的・無意識的強制としての消費社会の現実が消費者も気づかない
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うちに確実に着々と進行していった。　
また、 「 （一）消費はもはやモノの機能的な使用や消費ではない。 （二）消費はもはや個人や集団の単なる権威づけ
の機能ではない。 （三）消費はコミュニケーションと交換のシステムとして、絶えず発せられ受けとられ再生される記号 コードとして、つまり
言語活動
0000
として定義される」 （一四一、二ページ）と、ボードリヤールは明確に述べて
いた。　
だから、ベンツを買うのが「上流」の象徴だというような単純なレベルのことをボードリヤールが言っているわけ
ではなくて、いま引用した「言語活動としての消費」 、そしてソシュールが述べたような「差異のシステムとしての言語」の多様で微妙なふるまいとして消費をとらえるべきだというところが、彼が一番強調したかったことだったのだ。この意味での言語活動から、現実を「神話」化する「構造」が出 くる。　
ボードリヤールはこうも述べている。 「消費社会が以前の社会とは違って、もはや神話を生みださなくなったのは
なぜだろうか。消費社会そのものが消費社会についての神話 なっているからであ
0000000000000000000000000000000
」 （三四一ページ） 。
　
つまり現在では、目の前にあるはずの現実がメディアと記号と情報に取って代わられてしまい、現実そのものが
「神話化」している。それ以前の時代なら、最先端の文明は過去の文明の物質的・精神的な廃墟を残していた。しかし、消費社会は一瞬ごとに廃墟となる現実を記号化し続ける「無時間的な」社会になっているのではないだろうか。廃墟自体が時空を超えたシミュレーションとして消費社会に組み込まれて まうのだ。　　　　　　　　　　
＊
　
ところで、ボードリヤールの人生をたどると、彼 かなり「寄り道」をした社会学者で、戦後ソルボンヌ（パリ大
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学文学部）で学んで教授資格をドイツ研究で取った後もずっと高校のドイツ語の教師をしていた。ドイツ語は第二次大戦中ボードリヤール少年が住んでいたフランス東部の古都ランスがドイツ軍に占領され、学校でドイツ語教育を強制されたという、いわば負の遺産として身についたと本人は語っていた。教師時代はアルジェリア反戦運動などに関わりながら、マルクス派哲 者・社会学者の大物アンリ・ルフェーヴルの助手としてマルクス『ドイツ・イデオロギー』仏訳やサルトルの雑誌『レ・タン・モデルヌ』などに関わるが、一九六六年、パリ西郊ナンテールにパリ大学の分校ができて、ルフェーヴルの推薦でようやく大学教員 なっ 。彼の博士論文は『物の体系』で、その審査員にロラン・バルトとピエー ・ブ デューがいたこともあり、ルフェーヴルの推薦を受けてナンテールで社会学を講じるようになるが、ボードリヤールにはバルトともブルデューとも違う独自の発想があった。それは「モノへのこだわり」である。二〇〇〇年頃の回想（ 『パ ワード』塚原史訳、ＮＴＴ出版、二〇〇三年）で、彼 サルト 『嘔吐』のマロニエの根の描写に強く惹かれ、関係性から切り離された「モノ」の世界に取り憑かれ と述べるが、それはんな描写の箇所だったにち いない
　　
「マロニエの根は、私の座っているベンチの真下で、地面にくいこんでいっ
た。私はもう、それが木 根だったこと え思い出せなかった。言葉はすでに消え失せ 言葉とともに事物も、それらの使用法も、人間たち 事物の表面につけたかすかな目印も消えていた」 （ 『嘔吐』原書、ガリマ ル・フォリオ版一八一ページ、塚原訳） 。　
歴史に残る文章なので原文も付けておこう。
　
L
a racine du m
arronnier s ’enfonçait dans la terre, juste au-dessus de m
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e rappelais plus que 
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faibles repères que les hom
m
es ont tracés à leur surface. （
Sartre, L
a N
ausée, G
alliam
rd-F
olio, 2005, p. 1 8 1 ）
　
ところで、この種の消滅をめぐる感受性はボードリヤールの写真に対する関心にもつながり、一九九〇年代以降は
写真家としてもその名を知られるようになった。 『消費社会の神話と構造』原書初版本（現存しないＳ・Ｇ・Ｐ・Ｐ社版）には、アルバム ように当時の社会さまざまな場面のスナップショットとしての写真が（広告写真も含めて）何十枚も掲載されていたが、その後のガリマール版では写真がすべて外されたため、この版を底本とした一九七九年の本邦初訳 にも写真はなかった。その一五年ほど後の一九九五年二月にボードリヤールが来日し、新宿紀伊國屋ホールで吉本隆明（
1924　
2012 ）との伝説的公開対論があったタイミングで前述の「普及版」が出たが、ここにも写
真は入らなかった。対論の記録は『ボードリヤール×吉本隆明：世紀末を語る
　
あるいは消費社会の行方について』
（構成訳・塚原史、紀伊國屋書店）に詳しい。　
そんな経緯があり、二〇一五年に刊行された新装版にはなんとかして原書初版の写真を入れたいと思っていたか
ら、ボードリヤール未亡人マリーヌさんにお願いし快諾 得て、ボードリヤール自身が撮影したと思われるマンハッタンの高層ビルの写真と、石膏像とゴミの山の構成写真 二枚を初めて入れることができた。また、書物をモノ＝消費対象として見たとき、やはり装丁は大事な で 紀伊國屋書店編集部のはからいでお願いし 鈴木成一さんが、パリ在住の著名な写真家・アーティスト、オノデラユキさんによる まさ 消費社会の本質を軽やかに突い 作品をあしらってくれて、新しい世代に読み継がれるにふさわしい魅力的な装丁になった ではな か （勝手 ）自負している。新たに索引も付け 、訳文や訳注も少し読みやすく た で、付加価値 高い新装版である。
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＊
　『消費社会…』以後、ボードリヤールは『象徴交換と死』 （一九七六年） 、 『シミュラークルとシミュレーション』
（一九八一年）などの著作を次々と刊行して世界的に注目され、オリジナルと複製の対立を超えたオリジナル不在のコピーとしてのシミュラークルとか、現実よりもリアルなハイパーリアルといった発想を展開してゆくが、その種子というか原型のような発想が、すでに本書に出てくる。そのうえで、消費社会が極限に達して、その先が不透明になっている現代社会では、訳者が想定している新たな読者（もちろん学生諸君に読んでもらえればうれしい だ ）は、本書第三部「マス・メディア、セッ ス、余暇」の詳細な描写、そして結論部での「悪魔との契約の終わり」という視点にも関心を持って読み進んでもよいだろう。消費社会の「豊かさ」とは「悪魔と 契約」だという は かりやすい比喩で、シャミッソー 物語『ペーター・シュレミール』で 、ボードリヤールが引用しているヴェゲナーの映画『プラハの大学生』でも、貧しい若者が悪魔に自分の影を売り渡すことによって豊かさを得るのだが、その悪魔と 契約が終わったら いったいどうなるのだろうか。　
ベルリンの壁の崩壊から九・一一まで（三・一一も入れたいところだが、ボードリヤール没後だった）の現代史を
ふりかえる 、まさにカタストロフを大きな区切りとして消費社会の「神話」のページを繰る うに、悪魔との契約の終わ が進行したかのようだ。現実が記号化され続け ら、現実の人間自体も記号化されて「神話」の登場人物になってしまう。そのあとに何が待ち受けて るのか、ボードリヤールが一九七〇年 『消費社会の神話と構造』をこう締めくくっていたことを思い出しておこう。　「ある日突然氾濫と解体の過程が始まり、一九六八年五月と同じように予測はできないが確実なやり方で、黒ミサ
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ならぬこの白いミサをぶち壊すのを待つことにしよう」 （三四七ページ） 。　
ひょっとしたら、 「氾濫と解体の過程」はもう始まっているのかもしれない。
　　　 　　　　　　
＊
　
ここで『消費社会の神話と構造』以降の西欧思想の展開を改めてたどってみると、一九七〇、八〇年代には「新哲
学派」など日本で「現代思想」として紹介された流行があったとはいえ、マルクス主義から構造主義までの「主義」がまだ残っていて、ボードリヤールだけでなく、フーコーやリオタールやらのスタン もそれ への批判というかたちでのオーソドックスな思想の痕跡を残していた。そうした状況の渦中で、 わゆる正統的価値観とは異質の「キッチュ」や「パロディ」といった 無価値なもの」 、 「無意味なもの」の持って る「思想性」や「表現力」を、ボードリヤールは本書でとくに強調しているわけだが、彼のそんな発想が最初に強調されたテクストとして『消費社会…』を再読してほしいものである。ボードリヤールによるキッチュの定義は、二一世紀の現在の文化の特 を表すものとして、今なお有効ではないだろうか。彼は、まがいものや（オリジナル不在の）シミュラークルがいわゆる本物やオリジナルにとってかわる時代を先駆的に予告していた。　「キッチュはとくに擬似モノ、つまりシミュレーション、コピー、イミテーション、ステレオタイプとして、あるいは現実の意味作用の貧困、記号と寓意的指示とちぐ ぐな共示作用 過剰 ディテールが飽和状態に達した段階などとして定義できるだろう。 」 （一七五ページ）　したがって、党派的マルクス主義の衰退あるいは終焉以降の思想の展開、つまりは戦後思想史の中で本書を「ポス
トモダン」の歴史的モニュメント し 読むと、前後のつながりが希薄な で孤立して まうかもしれ い。しか
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し、ボードリヤールが本書に続く一連の著作（ 『象徴交換と死』から『透きとおった悪』や『完全犯罪』 、 『不可能な交換』など）で指摘したような社会全体のデータ化・情報化による管理と、現実のシミュレーション化の操作は確実に強化されている。一方で、消費社会に入れなかった人たちが、悪魔の豊 さとの契約を求めて世界中を移動せざるを得なくなっている面もあるわけで、先 引用した「氾濫と解体の過程」が、難民の止まらない「氾濫」や、 「イスラム国（ＩＳ） 」の恐怖政治（テロル）に突出して表われた世界秩序の「解体」に反映しているとすれば、消費社会の「神話」の、その先の章がもう始まっているのではないかとさえ言えるかもしれない。 「世界は錯乱状況にむかっているのだから、私たちも錯乱的なものの見かた むかわ くてはならない」と ボードリヤールがすでに四半世紀前の一九九一年に『透きとおった悪』で書いていたことを思い出し おこう。　　　　　　　　　　
＊
　
ところで、時事的な話題になるが、二〇一五年前半に東京オリンピックのエンブレム問題が惨めな結果に到達した
ことで、オリジナルとは何か、コピーとは何かと う問題が社会的関心を呼んで る。ことの成り行きは別にして、自称「オリジナル」とは既知のデータの組み合わせにすぎないことが暴露されてしまった けであり、 「新 い」とされるデザインが、コンピューターを利用して過去の様々なデータから記号をピックアップ 組み合わせ ことで、あっという間に作られてしまう。建築もある程度そうした面があり、ボードリヤールは現代フランスを代表する建築家ジャン・ヌーヴェルとの二〇〇〇年の対話（ 『
les objets singuliers
建築と哲学』 、塚原史訳、鹿島出版会）
で、現代建築の多くが過去の建築のデータの直接間接の引用をつうじ 事実上記号化・クロ ン化して る状況 鋭く指摘しており ヌーヴェルもこの点では共感していた。
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それでは、 「オリジナルが「コピー（複製）のコピー（シミュラークル） 」に置き換えられるという現状において
（政治家たちもその例外でないことは、二〇一五年に会田誠が東京都現代美術館の展覧会「ここはだれの場所？
　
社
会は誰のもの？」で某国首相をリアルな首相以上にハイパーリアルかつパロディ的に演じた映像作品がラディカルに示していた） 、 「新しい方向」というものがどのようなものであり得るのか、 「新しさとは何か」と、もう一度考えるとき、例えば、かつてなら資本主義に対抗する新しい社会のモデルは社会主義だった。しかしそれが廃墟どころか幻想でさえなくなってしまった。 は「消費社会」はこれからも社会の新しいモデルであり続けられるだろうか？そう考えると、答えの出ない問い 連鎖が続くほかはない。歴史的には、近代化の一つのゴールとして消費社会 出現したとは考えられるが、しかし、それは黙示録的、終末論的な未来にも当然つながってゆくの から　
西欧近代の歴史観では産業革命以降の社会の展開は、システムによる社会と労働の管理を生産主義的に肯定的に捉
えてゆくが、消費社会という発想はまったく違う視点でシステムをとらえようとしている。人間が主体でモノが客体であるという近代的論理は 資本（家）が主体で労働（者）が客体だというイデオロギーに結びつき、結局エリートが大衆を効率よ 管理する ったテクノクラート的発想から「脱工業化社会」が説かれたわけだが ボードヤールの「モノ」が主体とな 消費社会論に 、そんな発想を逆転する意外な力がある。　
というのも、消費社会と管理社会はワンセットのように思えるが ボードリヤールは消費という人びとの行動の中
に非合理的・非理性的な面を見ていた。集合的でありながら個として行動する消費者が、非理性的な（気まぐれな）消費行動をつうじて社会の管理システムに対して異議申し立 を提起 得ると、彼自身は期待して たのだろう。これは、ある意味で政治的・社会的「前衛」 （党派）の否定でもある。消費社会 少数の突出したエリート集団が社会を一方的に導いていくわけではなく、 「わがままな」消費者 気まぐれが、システムの故障や機能不全をも らす
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点に注目したわけである。たしかに、現実の消費社会はあくまで利潤追求の社会であり、消費過程を通じた管理社会ではあるが、そこにおいても、消費者が「個」として、無意識的にもシステムに反抗する主体になれるとボードリヤールは考えていたはずなのだ。　
私自身が司会・通訳をしたのでよく覚えているが、一九九五年のボードリヤール・吉本対論（前述）で、吉本隆明
は現代社会の消費の半分以上は生存に直接必要のない選択消費によって成り立っているから、この部分を消費者が消費しないことで政治を変えられるだろうと言い切った。それに対してボードリヤールは、衣食住 必要な限界を超えた消 （ 「選択消費」 ）というものが、現代的消費の中にはあらかじめ組み込まれているから、消費社会に一歩足を踏み入れたら、それ（選択消費 をやめることはできな と反論した。のどが渇いたから水を飲むという欲求の充足としての消費には限界があっても、モノを記号的差異 して消費 た という欲望には限界がな ので、 「気まぐれな」消費の過程が作動し始めたら、記号的消費の悪循環はけっして終わらないということである。消費社会とは、システムの管理者が全面的にはコントロールできない本質的にアナーキーな社会で って、しかもこの段階に入ってしまったらもう後には戻れないのだ。　　　　　　　　　　
＊
　
以上がボードリヤール『消費社会の神話と構造』邦訳とそのテクストの現代的射程をめぐる、とりとめのない回想
である。本稿はここで終わってもよいのだが この機会に、私がトリスタン・ツァラをはじめとするダダ、アンドレ・ブルトンをはじめとするシュルレアリスムなどにつ ての翻訳・研究などを長年手がけ きたこ と、ボードリヤールの、こちらも長年の翻訳者であることとが、どの辺で重なっているのかと う、しばしば尋ねられる質問に手み
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じかに答えておきたい。　
すでに書いたとおり、今村仁司からボードリヤール翻訳の依頼を受けたのは一九七〇年代後半のパリ第
3大学博士
課程留学中で、ダダ・シュルレアリスム（とくにダダの創始者ツァラ）研究をテーマにしていたので、そこで本書と出会い強い興味を覚えたわけだから、当然関連はあったことになる。ボードリヤール自身も最初から社会学者になりたかったわけではなくて、若い頃関心があったのは二〇世紀のアヴァンギャル 芸術（シュルレアリスムより ダダや構成主義）だったと、二〇〇三年来日の際に本人から聞いたことがあるが、 『嘔吐』への執着が示すように、ボードリヤールの知的な出発点は人間による支配 自立したモノの 界へ 関心や憧れにあった。この場合のモノは事象的実体なので自然も含むが、そうした自然や建築から空き缶や紙 ずなど 「モノ（
objet ） 」を、世界の主人顔を
する人間や近代市民（ブルジョワ）社会 よる管理から解放しようとしたのが、二〇世紀の先端的アートだった。（ 「アヴァンギャルド芸術」と言いたいところだが、その説明は複雑になるのでここでは控えておこう） 。 「モノ」だけでなく「言葉」もそうで、言葉を美的なルールから解放して無秩序に浮遊させ ダダや未来派や、発想はかなり異なるがシュルレアリスム 詩人たちだった。　
そうした過去へのノスタルジーがボードリヤールの知的起源の中にあり、その反映もあって『消費社会…』第三部
ではかな のページを割いてダダ、シュルレアリスムやポップアートについて書かれている。そ には、こう述べられていたことを思い出しておこう
　　
「あらゆる伝統的芸術において象徴的・装飾的か二次的な役割を演じたモノ
は、二〇世紀に入ると道徳的・心理的価値の変動に応じて変化することをやめてしまった。 間の傍らで代理 しての役割に甘んじるのではなく、空間分析（キュビスムなど の自律的要素 して非常に大きな意味をも はじめたである」 （一八六ページ） 。
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私自身について言えば、個人的成長の過程で自分を取り巻く無表情な現実とか、日本語というまつわりつくような
言語に対する違和感というか嫌悪感が持続していたから、十代の頃は、日本にいても自分がエイリアンというか異邦人になったような感覚があったのだが、ツァラの言語世界と出会ってそれは自分だけの感覚ではないのだと思えるようになった。　
ツァラの詩を原文ではじめて読んだのは二〇歳前で、一九五三年の長編詩「内面の顔」だったが その冒頭の五行
は半世紀近く後の今でも暗記している。　
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野生の輝きの巣を取り囲んで
　
ライ麦の眠りに混ざった恐怖の唇
　（トリスタン・ツァラ「内面の顔」 、アンリ・ベアール編『トリスタン・ツァラ全詩篇』 、フラマリオン、二〇一一年、一四〇一ページ）
　『ダダ宣言』では「ダダハ何モ意味シナイ」とか「破壊と否定の大仕事」といった箇所が有名ではあるが それから数十年後にツァラがたどりついた「内面の顔」は、私たちの言葉の世界が物言わぬモノたちの世界に包囲されていること、私たちは世界の主人ではな ことを教えてくれているか ようだ。　　　　　　　 　　
＊
　
話を戻せば、ボードリヤールの言う消費社会とは記号社会であ 、モノが記号化されて流通することで現実そのも
のの概念が大きく変わったという解釈自体は相変わらず有効ではあるが、記号が持っている性格そのものが最近変わってきたと思える点も多く、当然ながら消費社会の 容も起こっている。例えばヴェブレンが注目した富裕層の自己顕示的な消費 か、モースが研究した富の競覇的破壊としてのポトラッチは、二〇世紀初頭から一九三〇年代くらいまでのトピックで、その後、アメリカ型のスーパー・マーケットと車とＴＶの大衆化された消費社会の展開があり、それは『ゆたか 社会』 （ガルブレイス）や『幻影の時代』 （ブーアスティン）の描写と重なっていた。しか 、もっと後の二〇世紀末以降は過剰な豊かさと過剰な記号の時代になってきて、威信価値とし のモノはすでに乗り越えられた感が強い。 「差別化」という言葉があったが 微妙に多様化する差異のシステムの中では「他人と違う」という
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欲求だけではなく、 「他人と同じでありたい」という欲求も強まっているだろう。とくに日本では、記号の持つ差異表示価値を小グループで共有することによる安心感を求める方向に変わりつつある。　
この私的な回想に結論があるわけではないのだが、いま『消費社会の神話と構造』を読む意味は、まず、消費社会
というものがどういう性格の社会として出現したのかをもう一度振り返って考えさせてくれる点にあるだろう。ボードリヤールが半世紀前に描き出した光景を二一世紀の現在に重ねてプレイバックしてゆく。その一方で、前方を見つめたときに、私たちの周囲で消費社会がある日突然終わることはありえないとしても、環境破壊や原発事故や無差別テロや増え続ける難民など解決策の見えない深刻な事態が加速度的 進行して る。そう た諸問題が、差異表示記号としてのモノで構成される現代社会 内側から、システム 管理しきれない異議申し立 的な要素を明るみに出していて、そこには近代社会が葬ったはずの「呪われ 部分」つまりプリミティブで管理不能な何かが再び顔をのぞかせているような気がしてならない。　
ボードリヤールは一九八七年の評論集『アメリカ』で「アメリカは最後のプリミティブな社会だ」と言い放った
が、そうした意味で 消費社会には近代以前のプリミティブ 社会に接続している面があるの はないだろう 。最近（とくに日本の）大都市の街頭で毎年一〇月末日の夜に繰り広げられる「ハロウイン」の魔女たちの一夜限りのアナーキー 誇示しているように、最先端が最初の場面と、合理主義的思考が非合理的感性と、どこかでつながってしまうような感覚である。　
そんなことも考えあわせて、本書新装版が消費社会の新たな位置づけのなかで世代を超えて読み継がれていくこと
を、邦訳初版刊行から数十年後の今日なお、訳者の一人 してひそかに願っている。ボードリヤール自身 二〇〇三年来日の折に、一〇月九日、超満員 早稲田大学大隈小講堂で開催された講演会「 ロ バリズムと暴力」 （通訳
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塚原）の質疑応答で、司会の高橋順一から「若い世代へのメッセージ」を問われて「私は霊媒ではないから、メッセージはありません」と言い切って会場を沸 せてから、 「何らかの意思決定や行動を求める質問に対しては、あなたがた若者が自分で答えるほかはない です」と答え いた（ボードリヤール著・塚原史訳『暴力とグローバリゼーション』ＮＴＴ出版参照） 。まさに歴史的名 面だったが、 『消費社会の神話と構造』は「自分で答える」ために役立つ価値ある書物となるはずなのだから。　
最後に唐突ではあるが、現代消費社会の非合理的でプリミティヴな性格を鋭く予感していたような文章が、早世し
たニュージーラ ドの女性作家キャサリン・マンスフィールド（
K
atherine M
ansfi
eld, 1888　
1923 ） が死の前年の一
九二二年に発表した短編集『ザ・ガーデン・パーティ』中の小品「バンク・ホリデイ」の末尾に見出されるので、引用しておきたい。年に数回の公休日に楽隊が賑や な音楽を奏でる広場に集まってきた群集が、キッチュな品々を売りつける露店で気まぐれ 買ってしまった役に立たないモノを手に、理由もなくす かり興奮してあとからあとから丘の上めがけ 押し寄せ、炎 飛びこむ蛾のよう 、太陽に呑みこまれそうになる、そんな幻覚めいた情景だ。 「丘の上」に何が待っ いるのか いないのか、 「消費社会」の行方は不透明 ある、 言っておこうか？　　
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「そして、丘の上へ、上へ、人びとは登ってくる。 〔祭日の露店で買った〕くすぐり棒やお化け人形や薔薇の花や羽根飾りを手に持って。上へ、上へ、彼らは叫びながら、笑いながら、かん高い声を立てながら、光と熱の中に押し入ってゆく。まるで、はるか下の方の何かに、そして彼 のはるか上の方の太陽に押され いるかのように
　　
充ち溢れそうに輝いて、眼をくらませる光 放射 引きずりこまれそうになって……でも、いった 何にむかおうとするのか？」 （邦訳は新潮文庫版『マンスフィールド短編集』 「祭日小景」の安藤一郎訳を参照し が、訳文と〔　
〕内の補足は塚原による。 ）
付記
　　
本稿はボードリヤール『消費社会の神話と構造』邦訳新装版が初版刊行から四六年後の二〇一五年九月に紀
伊國屋書店から出版された機会に、訳者の一人として（もう一人の訳者今村仁司は前述のとおり二〇〇七年五月六五歳で逝去、ボードリヤールも同年三月六日七六歳で没 た） 、最初の邦 刊行をめぐる回想を記したものであり、あわせて本書の現代的性格と新たな読み方の可能性にも言及 。なお、そ 内容は『図書新聞』三二二六号（二〇一五年一〇月一七日号）第一面掲載の同紙須藤巧取締役編集長によるインタビュー「塚原史氏に聞く、Ｊ・ボードリヤール著『消費社会の神話と構造
　
新装版』 」と一部重なっている。貴重な紙面を提供していただいた須藤氏に、この
場を借りて謝意を表したい（彼は本学第一文学部社会学専修卒業で、在学中の二〇〇三年ボードリヤール早稲田講演のボランティア・スタッフとして活躍した） 。
